
もうひとつの旅クラブ 2016 年度総会資料 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．旅クラブが 2016 年度に取り組んだ事業実績 

2016 年度は、「大阪まち遊学」、「ご来光カフェ」といった当 NPO がこれまでに開発、実践して

きた事業を継続しつつ、「大阪まち遊学」では高石商工会議所との連携継続による新たなコース作

りに取り組み、多くの参加者を集めた。 

また、今年も継続・継承されている「北浜テラス」の活動も、当 NPO 会員の積極的参画により、

プロジェクトでの重要な役割を果たしながら、地道な成果をあげてきているといえる。その他、前

年度に続き、当 NPO 有志で実施した「もうひとつの旅」では、副理事長が長年通う岐阜県郡上八

幡を訪問し、水資源を活かしたまちづくりや空き家活用など地域活性化を図る関係者及び団体等と

意見交換・ヒアリングを行い、ネットワークの拡充に繋がった。各地域で活躍する人々に出会い、

全国にネットワークを広げる活動として、今後も継続的に展開していきたい。 

各活動についての新聞、雑誌、ホームページ、ブログにおける情報発信も充実し、「ご来光カフ

ェ」や「大阪まち遊学」などの集客にも結びついてきているといえる。 

 

以下が本年度の主な事業項目一覧である。 

 

 

（1）「大阪まち遊学」の企画・実施 

 

（2）「ご来光カフェ」の企画・運営 

 

（3）「大阪川床・北浜テラス」の企画・調整および実施協力 

 

  （4）「香港中文大学 国際交流プログラム 野田のまち歩き」の実施 

 

（5）「もうひとつの旅～郡上八幡」の実施 

 

（6）情報提供、提言活動事業 

 

 

これら事業の詳細や組織内評価分析を以下に報告する。 

マチに学び都市を楽しむ／まちづくりＮＰＯ 

特定非営利活動法人 もうひとつの旅クラブ 

2016 年度（第 15期）事業報告書 
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【事業趣旨・目的】 

自分が身近に生活するまち（居住地でも勤務地でも構わない）を

旅人の目線で歩いてみる。普段なにげなく接しているそのまちにい

ままで気がつかなかった魅力を発見してしまう。その魅力をその人

の視点で紹介、自慢し、再び訪れたくさせる。旅人とジモティとの

出会いを生み出す新たなコミュニティ・旅のプログラムを造成しま

ちの活性化を促進する。 

 

【事業内容】  

①大阪まち遊学 2016 の実施 

②高石商工会議所主催 高石まち歩きツアーの実施 

 

■昨年同様今年度の大阪まち遊学も、特定のエリアに拘ったコース造成ではなく、各コース担当

者がテーマアップした方針をベースに、コースを造成し実施した。その結果、大人の遊び場・

大阪の自然・伝統芸能・現代のお寺事情など多種多彩なまち歩きプログラムを実践することが

できた。 

 

■高石市商工会議所よりまち歩き企画の委託があり、春と秋に「高石まち歩き」のまち歩きコー

スの造成と実施をした。「高石まち歩き」は 3 年目迎えたが、今年度で一旦活動を終了する。 

 

■NPO メンバーの研修企画として大阪駅構内の見学企画に参加した。 

 

【事業成果】 

①大阪まち遊学 2016 

以下の 4 コースを実施した。 

実施日 タイトル 
参加数 

（お客） 

スタッフ 

参加 

10 月 1 日（土） 秘密基地「中津」 

 
13 名 3 名 

10 月 15 日（土） 大阪の自然に遊ぶ ～湧・水～ 4 名 3 名 

11 月 5 日（土） 文楽劇場を旅する ～伝統を支える人の物語～ 14 名 4 名 

12 月 3 日（土） 下寺町 ～山門の向こうに広がる世界～ 5 名 6 名 

  合計 52 名 

   

【主担当】脇理事、米谷理事長、磯上、小坂谷監事 

 

 

 

（1） 大阪まち遊学の企画・実施 
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②高石まち歩きツアー 

「高石取石（富木）地区を訪ね歩く」 

・日 時：2016 年 5 月 14 日（土） 

・参加者：15 名 

・内 容： 

    〇JR 阪和線 富木駅集合 

    〇等乃伎神社内見学  

○鳳地区連合会の「だんじり」訪問・見学 

〇楷定寺「住職の講話と副住職のアコースティックギター演奏」  

 

高石市取石 2 丁目界隈を訪ね歩い

た。取石 2 丁目は旧富木村にあたり、 

当時別々だった 4 つの村が合併し形

成された。 現在でも古いまち並みが

残り、旧家や複雑な路地や水路が残

る地域である。古くからの地元住民

の方々の協力により、神社・寺を訪

問し、村の歴史や伝説を訪ね聴いた。 
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「高石スイーツ巡りツアー」 

・日 時：2016 年 10 月 29 日（土） 

・参加者：20 名 

・内 容： 

   〇南海本線 羽衣駅集合 

   〇ルミエール   こだわりのロールケーキ 

   〇菓子工房 桜  バームクーヘン工房見学 

   〇つぼ市茶寮本舗 緑茶の美味しい淹れ方教室 

   〇カステラ銀装  売り出しイベントでの買い物 

 

高石市内で営業をしている菓子店舗を訪ねた。近年拠点を拡大している新進気鋭の店舗や 160 年

以上の歴史を持つ老舗の店舗などを訪ね、試食しつつ、オーナーのお菓子に対するこだわりについ

て話を聴いた。 

 

・主催：高石商工会議所  ・共催：高石市 

【主担当】脇理事、藤原 
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【事業趣旨・目的】 

市民共有の資産である「中之島の水辺」を舞台に「都心の

自然」という魅力の発掘を行い、水辺という公共的空間の過

ごし方、使い方を多様な側面から提案し、各人それぞれの「中

之島時間」を発見していただくことで、実施期間後、1 人で

も多くの方に中之島の豊かな普段使いをしていただくことを

目的とし、今年で 11 回目の開催となった。 

 

【事業内容】 

・期 間：2016 年 10 月 1 日（土）～8 日（土） 

・営業時間：5:30～8:30 

・場 所：大阪水上バス淀屋橋港桟橋 

・内 容：①桟橋を装飾し、テーブル・椅子を設置してご来光

を眺めるカフェを営業、飲み物は 400 円で提供 

②アクア mini によるミニクルーズの実施（スペシャルご来光クルーズ（5:50 出港）を

実施、その他 6:30 より随時運航、乗船料 1,000 円ワンドリンク付） 

③専用ホームページによる PR と営業日誌（フェイスブックページ）の公開 

④ご来光カフェに向けたメッセージ募集のためのメッセージボード設置 

⑤継続的な開催のための賛同者・ボランティアスタッフの募集 

・協 力：大阪水上バス株式会社 

 

【事業成果】 

昨年（2015 年）は、10 年目記念として、日の出時間を船上で迎えてもらう 5 時 50 分出港の「10

年目スペシャルクルーズ」を運航した。 

好評を博した企画を「スペシャルご来光クルーズ」と銘打ち、今年も実施した。また、昨年同様

にオープンからスペシャルクルーズ出港までは、スペシャルクルーズ専用受付を設置し、スムーズ

な運営につなげた。 

今年は、休業日は 1 日（10 月 5 日）のみだったものの、それまでの 4 日は曇りの日が多く、日曜

日の 10 月 2 日を除き、来訪者が 50 名を下回る状況であった。6 日からの後半は天気が良かったこ

ともあり、80 名以上の来訪者があった。 

期間中の延べ来訪者は 590 名と、ここ数年の 1,000 名近い来訪者があったことと比べると、人数

的には落ち込んだものの、メッセージボードへの記入などを見ると、ご来光カフェでの時間や朝の

雰囲気などを銘々に楽しんで過ごしていることが見て取れた。 

ご来光クルーズの乗船者数は 321 名で過去最多の乗船者数を記録した昨年の 446 名に比べると、

約 3 割減となったが、昨年と同様に来訪者の半数以上（54%）が乗船されており、スペシャルご来

光クルーズ（5:50 便）と 6:30 便の 2 便運航の効果でもあるといえる。 

マスコミの取材は、船場経済新聞（10 月 4 日 http://semba.keizai.biz/headline/562/）に掲載された

ほか、FM（FM COCOLO､FM802）等で紹介され、ラジオ聴取者の来訪も見られた。 

（2） 「ご来光カフェ」 1 週間だけの夜明け伝説 の企画・運営 
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また、フェイスブックページにおける開催告知については、リーチ 22,408 人・シェア 92 件とな

り、昨年以上の伸びを見せており、フェイスブックでの情報発信がご来光カフェへの集客に対して

大きく影響しているといえる。 

スタッフについては、経験やノウハウを蓄積したボランティアスタッフのほか、新規ボランティ

アメンバーも参加してもらっており、平均約 18 人のスタッフ配置で運営できている。また、オペレ

ーションについては、期間中にもスタッフによる見直しを適宜行い、運営の円滑化を、チームビル

ディングの結果と考えられる。 

来訪者の過ごし方を見てみると、単なるカフェではないご来光カフェならではの水辺での時間を

過ごしたり、中之島界隈の魅力を発見したりしており、ご来光カフェが水辺の魅力を伝えていく取

り組みとして成熟してきているといえる。 

今後は、ご来光カフェの大きな魅力の一つであるご来光クルーズの継続に向けた、大阪水上バス

による協力体制等の検討・協議、新たな魅力コンテンツの創出などの検討などが重要と考えられる。 

 

【活動写真】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主担当】米谷理事長、森副理事長、羽田副理事長、田尻事務局長、泉理事、岩田理事、岸田理事、

福田理事、脇理事、小坂谷監事、磯上、中瀬、藤原、水谷、山本 
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【事業趣旨・目的】 

北浜テラスは、今年新規 2 川床 2 店舗が増え、14 川床 13 店舗となった。また、昨年度からの継

続で、今年度は実施設計者が決まった上で、大阪府との水上ステージや船着場の設置など新たなコ

ンテンツや風景をつくるための協議を行った。事務局長を廃止して一部業務を外注し、理事により

分担する体制に移行した。 

 

【事業内容】 

①各種会議 

・総会（2016 年 5 月 31 日）@キタリシテ 

・理事会（原則毎月 1 回） 

②テラスの設置・運営、テラス新設への支援 

・テラス 2 川床の新設（合計 14 川床） 

-1 日本文化会館 ＆ISLAND（2016 年 10 月） 

-2 北浜ビジネス会館 MOUNT（2016 年 12 月末） 

③水上ステージ＆船着場の設置検討 

・大阪府、西大阪治水事務所、実施設計者、協議会や地域との協議 

④その他 

・事務局をなくし、ルーチン事務局ワークを外部委託 

・川床撤去保証金の見直し議論 

・店舗連携イベント「RIVER SIDE FROW」初開催（川床開きに合わせて） 

 

【主担当】岸田理事、泉理事 

（泉、岸田は北浜水辺協議会の理事を兼ねる） 

 

（3）  「大阪川床・北浜テラス」の企画・調整および実施協力 
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【事業趣旨・目的】 

香港中文大学（The Chinese University of Hong Kong）鄒經宇教授（Prof. TSOU Jin Yeu)より大阪大

学へ依頼があり、2016 年 5 月 16 日から 23 日までの間、大阪・関西を舞台として、国際研修プログ

ラム（International Study Programmes）を実施することになった。香港中文大学の教員・学生一行が

来日する。研修プログラムの希望テーマとして、日本における高齢者に優しいデザイン、質の高い

コミュニティデザイン、コミュニティと建築・都市デザインとの統合の方法、歩いて暮らせる都市

の体験、地元の人々との交流、グリーン建築、水や緑の優れた利用などが提案された。それを受け

て、大阪大学より、もうひとつの旅クラブへ、大阪のまち歩きの企画依頼があった。 

旅クラブ運営会議で議論を重ね、「香港には無さそうな大阪らしいテーマが良い。ただ、ネタがデ

ィープ過ぎると初めての方には意外に面白いと思ってもらえないかもしれない。」「メンバーは建築

や都市計画を志す学生たちも多いので、JR大阪駅からたった2駅なのに古い町並みが残って珍しい、

野田が良いのでは？」というアイデアが出た。確かに、高層ビルが立ち並ぶ香港都心に、野田のよ

うな長屋と路地は見たことがない。日本のお地蔵さん文化を伝えるにも丁度いい。そこで、「ななと

こまいり」を企画・運営する野田まち物語に相談し、野田のまち歩きを実施する運びとなった。 

「ななとこまいり」はお地蔵さんを七つお参りすると願い事が叶う、という野田に古くから伝わ

る幸せの言い伝え。集合した JR 野田駅で各自お願いごとを用意してから出発。路地を歩きはじめ

ると、長屋に早速出会う。岸田理事から長屋の解説が始まる。ある長屋の入り口には赤いランプが

付いている。「このランプの付いているお宅は何かわかりますか？」鈴木さんが尋ねる。お地蔵さん

の前に来ると、鈴木さんがツアーを代表してお賽銭を入れてお参りする。そして小話が始まる。例

えば、玉河塩屋地蔵の脇には赤い消火器が置かれてあるが、この消火器はなんとお賽銭入であるこ

となど。古い民家を改修してデイサービスに使われている、ななとこ庵に立ち寄り、野田の歴史と

お地蔵さん文化についてお話を伺う。浪花屋本店では、ななとこまんじゅうの試食をさせて頂いた。

こうして、野田のまち歩きは進んでいった。 

 

【事業内容】 

・ 日時：2016 年 5 月 22 日（日）13:00～16:30 

・ 訪問先：大阪市福島区野田 界隈 

   

長屋巡り          ななとこ参り         浪花屋本店にて 

【主担当】 

米谷理事長、田尻事務局長、岸田理事、脇理事、小坂谷監事、磯上、藤原、山本 

（4）「香港中文大学 国際交流プログラム 野田のまち歩き」の実施 
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【事業趣旨・目的】 

 もうひとつの旅 2016 では、岐阜県郡上市八幡町（郡上八幡）を訪れた。郡上八幡は、きれいな水

と郡上踊りで有名な城下町で、長良川の上流である吉田川を中心に古い町並みが保存され、町のい

たるところに張り巡らせた水路が特徴的である。ここ数年、郡上八幡の町並みに「変化」が見受け

られ、空き家を改修した店が増えてきている。そのバックグラウンドとなっているまちづくりの各

取り組みやそれを担っている人々と交流の場を持ち、地方における町づくりの課題や都市部との連

携の可能性を探ることを目的とした。 

 

【事業内容】 

・日時：2016 年 4 月 23 日（土）～24 日（日）1 泊 2 日 

・場所：岐阜県郡上市八幡町 

・訪問先：NPO 法人水の学校、郡上八幡国際友好協会、郡上市役所 商工観光部、チームまちや 

 

 
まちなみ観光案内人による 

まちあるきツアー 

 
国際交流活動のヒアリング 

 
老舗の酒屋 

 
水の流れを堰き止める板 

 
郡上踊りに欠かせない下駄 

 
町の中央を流れる吉田川 

 
水路の横の遊歩道 

 
シルクスクリーン印刷の 

ギャラリー 

 
空き家を改修した店舗 

 

【主担当】米谷理事長、森副理事長、羽田副理事長、田尻事務局長、岩田理事、岸田理事、 

福田理事、藤原 

 

（5）「もうひとつの旅～郡上八幡」の実施 
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 （1）～（5）の他にも、まちづくり NPO として、大阪のまちの魅力を再発見・開拓し、多くの人々

と共有するために、各種情報提供や提言活動への参加等を展開した。 

 

◆ブログによる情報提供 

大阪まち遊学 2016 の告知・報告等の情報提供を行った。 

更新内容は次の通り。 

・大阪まち遊学 2016、始まります！（2016 年 9 月 2 日 up） 

・【満員御礼】秘密基地「中津」申し込み締め切りました！（2016 年 9 月 20 日 up） 

・【大阪まち遊学 2016】秘密基地「中津」レポート（2016 年 12 月 20 日 up） 

 

◆Facebook による情報提供 

 ご来光カフェ、大阪まち遊学それぞれのページでイベントの告知・報告等の情報提供を行った（更

新回数はご来光カフェ 20、まち遊学 7）。また、所謂ファンを表す「いいね！」の数は、ご来光カフ

ェ 1057／前年度より＋144、まち遊学 424／＋50 と、共に増加し、多くの人に情報をフォローして

もらえるようになった。今後は Facebook のより積極的な活用が求められる。 

 

◆HP による情報提供 

2015 年 4 月以降、HP はアーカイブとして位置づけられ、内容を更新しても更新履歴（What’s 

new！）への記載はしていなかった。しかし、何がいつ更新されたかを示すことで「生きたアーカ

イブ」として機能していることを訪問者にアピールするため、更新履歴への記載を再開した。また、

トップページの新たな項目としてメンバー紹介を加えた。 

更新内容は次の通り。 

・2015 年度（第 14 期）事業報告書（2016 年 4 月 11 日 up） 

・大阪まち遊学 2015-貝塚の粋（すい）な処をはしごするレポート（2016 年 5 月 25 日 up） 

・【受付開始】大阪まち遊学 2016、始まります！（2016 年 9 月 2 日 up） 

・ご来光カフェ 2015 アーカイブ、2016 告知（2016 年 9 月 5 日 up） 

・大阪まち遊学 2016-秘密基地「中津」レポート（2016 年 12 月 20 日 up） 

 

◆新聞・ホームページ等への掲載 

1．都市と建築のブログ『郡上八幡：水とおどりの都』（Vol.36） 

2．梅田の北っかわ『大阪まち遊学』紹介（2016 年 9 月 11 日） 

3．FM（FM COCOLO、FM802）『ご来光カフェ 2016』紹介（2016 年 9 月） 

4．ラジオ関西 遊・わーく・ウィークリー『ご来光カフェ 2016』紹介（2016 年 10 月 4 日放送） 

5．船場経済新聞『大阪に期間限定「ご来光カフェ」 生駒山からの日の出見物、早朝クルーズも』 

 （2016 年 10 月 4 日掲載） 

6．大阪スケジュール 10 月号『ご来光カフェ 2016』『大阪まち遊学』紹介 

7．大阪スケジュール 11 月号『大阪まち遊学』紹介 

8．大阪スケジュール 12 月号『大阪まち遊学』紹介 

（6） 情報提供、提言活動事業 
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▲都市と建築のブログ 

『郡上八幡：水とおどりの都』（Vol.36） 
 

▲船場経済新聞 

『大阪に期間限定「ご来光カフェ」』 

 
▲大阪スケジュール『ご来光カフェ 2016』『大阪まち遊学』紹介 

 

◆HP アクセス解析 

 公式 HP（www.tabiclub.org）のセッション数 

HP アクセス解析ツールである Google アナリティクスは、1 セッションを「ユーザがウェブサイ

トに積極的に関わっている期間」と定義する。2016 年 4 月～2017 年 1 月の月別セッション数を前年

と比較すると、4 月：324（-43）、5 月：436（-79）、6 月：331（-120）、7 月：302（-22）、8 月：391

（+44）、9 月：2176（+1217）、10 月：2419（+770）、11 月：526（+51）、12 月：473（+70）、1 月：

397（-149）となった（図 1）。ご来光カフェ等、旅クラブイベントが活性化する秋のセッション数

が他の時期より際立って多い。一方、秋以外の時期のセッション数を増やす魅力アップが必要であ

る。 
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図 1 セッション数の月別変化、前年との比較：水色：今年度、橙色：前年度 

 

 公式 HP を訪問するユーザの OS 

 公式HPを訪問するユーザのOSを前年と比較すると、第 1位 iOS：42.8%（+10.0）、第 2位Windows：

27.9%（-5.8）、第 3 位 Android：17.7%（+0.2）、第 4 位 Machintosh：9.9%（-2.0）となった。スマホ

やタブレットで使われる OS は、iOS や Android でありこれらの合計は 60.5%（+10.2）である。現

在の公式 HP は、スマホ・タブレットに対応できていないため、スマホ・タブレット対応を検討す

る必要がある。 

 

図 2 ユーザ OS の内訳、前年との比較 

 

【主担当】福田理事、磯上、藤原 
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２．旅クラブの組織活動（組織活動の充実と強化）と財源確保 

（1）組織活動、市民参加による事業促進 

①会員の拡大 

大阪まち遊学の参加者との交流やご来光カフェの運営ボランティアスタッフの充実などを通じ、

当 NPO の活動主旨に賛同いただける方の発掘に努めた。今年度は会員数の増減はないものの、当

NPO の活動に関心を持っている方は着実に増えている。 

 

◇2016 年度の会員数 

・正会員  26 名（前年度比増減なし） 

・賛助会員  0 名（前年度比増減なし） 

 

②組織活動 

昨年度と同様に運営委員会を月例で開催し、大阪まち遊学、ご来光カフェ、その他特別な事業の

企画・実施方策等を協議した。企画調査業等については、今期中実施に至った業務はなかったもの

の、企画の打診があり、引き続きの検討課題となった。 

 

◇総会（第 14 回）の開催 

・開催日時：2016 年 3 月 12 日（土）18 時 15 分～19 時 00 分 

・会 場 ：「糀 やまき」（大阪市福島区鷺洲 2-10-1） 

・出 席 ：11 名（書面出席 6 名）、欠席 9 名 

・議 案 ：2015 年度事業報告及び決選報告 

2016 年度事業計画及び収支予算の審議 

役員改選 

懇親会も同店にて開催する。 

◇理事会の開催 

理事会は総会に先立ち 2016 年 3 月 21 日（土）に 7 名参加にて行われた。 

◇運営委員会の開催 

以下の通り、理事・会員混合型の運営委員会を開催し、各事業の企画・運営協議を行った。 

1 月 30 日（土）10 名参加  2 月 21 日（日）10 名参加      4 月 9 日（土）12 名参加 

5 月 29 日（日）14 名参加  6 月 26 日（日）8 名参加       7 月 23 日（土）10 名参加 

8 月 27（土）11 名参加      9 月 22 日（祝・木）10 名参加    11 月 20 日（日）14 名参加 

各運営委員会は当 NPO に興味のある人にオ－プンで行われ、6 月 1 名のオブザーバーの参加を得

て行われた。9 月にはご来光カフェ決起集会および事務準備を行い、ご来光スタッフ 5 名の参加が

あった。今年は、ご来光カフェがスタートして 11 年目となる。本来は NPO 事務所で開催されてい

る運営会議であるが、8 月と 11 月は、他の場所に移し実施した。 

 

（２）財源確保の充実と課題 

2016 年度は収入面では委託事業に加え、ご来光カフェなど定着化した自主プログラムをプログラ

ム毎に収支バランスを取る原則で着実に継続し、支出面では管理費を最大限圧縮することにより、

運営の基盤となる定常的な経費をまかなうことができた。 

今後も多様な活動を継続していくためには外部からの委託業務の受託が重要であり、引き続き委

託事業の開拓に努めるとともに、自主事業の更なる魅力向上を図っていく必要がある。 


